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地震にも強い生け垣

冬
の
花
壇
を
ハ
ボ
タ
ン
で
飾
る
自
治
会
の
皆
さ
ん

草
花
や
樹
木
の
緑
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
や
季
節
感
を
与
え
て
く
れ
る

大
切
な
友
達
で
す
。
私
た
ち
は
緑
を
見
て
い
る
と
ホ
ッ
と
し
て
、
心
が
な
ご
み

ま
す
。
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
環
境
も
大
き
く
変
わ

り
、
緑
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
動
植
物
の
生
態
系
の
要
と
も
な
る
緑
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
緑
の
輪
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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緑
の
効
用
っ
て

何
が
あ
る
の
？

緑
に
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
潤

い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
以

外
に
も
、
火
災
の
延
焼
を
防
止
し

た
り
、
大
気
を
浄
化
し
た
り
、
雨

水
な
ど
を
蓄
え
た
り
、
日
射
を
遮

り
気
温
の
上
昇
を
緩
和
さ
せ
た
り

と
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る

な
ど
、
世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
地
球
温
暖
化
を
緩
和
す
る
た

め
の
大
切
な
役
割
も
担
っ
て
い
る

の
で
す
。
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自
分
た
ち
で
つ
く
る

身
近
な
緑

市
で
は
、「
自
分
た
ち
で
緑
を
増

や
そ
う
」
と
が
ん
ば
っ
て
い
る

方
々
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
生
け

垣
を
つ
く
る
方
に
、「
み
ど
り
の
ま

ち
な
み
整
備
事
業
制
度
」
を
設
け

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
「
流
山
市
地
区
花
壇
事
業
」

は
、
市
内
の
自
治
会
に
草
花
の
苗

を
提
供
し
、
自
治
会
の
花
壇
を
色

と
り
ど
り
の
草
花
で
飾
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
自

治
会
も
こ
れ
ら
の
事
業
に
参
加
し
、

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
彩
り
豊
か

な
ま
ち
を
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
み
ど
り
の
ま
ち
な
み
整
備
事

業
制
度
】

緑
豊
か
で
災
害
に
強
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
こ
の
制
度
を
設
け
、

生
け
垣
の
設
置
に
補
助
を
し
て
い

ま
す
。

生
け
垣
は
、
景
観
が
美
し
い
だ

け
で
な
く
、
地
震
に
強
く
倒
れ
に

く
い
こ
と
か
ら
、
都
市
防
災
の
面

で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒

壊
は
、
道
路
な
ど
の
交
通
手
段
を

寸
断
し
、
二
次
災
害
の
原
因
と
も

な
り
ま
す
。
補
助
対
象
事
業
や
補

助
額
に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
。

【
流
山
市
地
区
花
壇
事
業
】

現
在
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
て

い
る
市
内
の
自
治
会
花
壇
数
は
三

十
二
か
所
で
す
。
市
か
ら
提
供
さ

れ
た
草
花
の
苗
を
地
域
自
治
会
の

皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
、
植
え
込

み
、
管
理
を
行
う
こ
と
で
花
と
緑

の
普
及
・
啓
発
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
詳
細
は
右
表
の

と
お
り
。
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幼
い
こ
ろ
か
ら
花
が
大
好
き
だ
っ
た
岡
崎
さ
ん

は
、
現
在
、
地
区
花
壇
の
花
づ
く
り
以
外
に
「
ロ

ベ
リ
ア
会
」
と
い
う
花
の
愛
好
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
も
活
動
中
で
す
。「
地
区
花
壇
を
い
ろ
い
ろ

な
花
で
飾
る
の
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

ま
ち
が
明
る
く
な
る
ん
で
す
よ
。
花
と
緑
に
囲
ま

れ
て
い
る
と
心
が
落
ち
着
く
ん
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
岡
崎
さ
ん
は
、
種
か
ら
育
て
て
花

を
咲
か
す
園
芸
を
し
て
お
り
、
腐
葉
土
ま
で
自
家

製
で
、
十
一
月
に
な
る
と
、
近
く
の
柏
の
葉
公
園

で
落
ち
葉
を
集
め
、
約
半
年
が
か
り
で
腐
葉
土
を

つ
く
る
そ
う
で
す
。
園
芸
の
こ
と
な
ら
何
で
も
わ

か
る
岡
崎
さ
ん
で
す
が
、
忙
し
い
合
間
を
縫
い
、

テ
レ
ビ
の
園
芸
教
室
や
本
で
、
園
芸
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ロ
ベ
リ
ア

会
で
は
、
毎
月
、
種
ま
き
の
仕
方
、
手
入
れ
の
仕

方
、
腐
葉
土
の
作
り
方
な
ど
に
至
る
ま
で
分
か
り

や
す
い
内
容
の
「
園
芸
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
そ

の
時
期
に
ま
く
花
の
種
を
添
え
て
市
内
の
公
民
館

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
好
評
で
園
芸
の

愛
好
家
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
花
づ

く
り
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
は
「
園

芸
だ
よ
り
」
を
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。「
若
い
方
や
子
ど
も
た
ち
に
も
親
し

ん
で
も
ら
い
、
花
と
緑
が
織
り
成
す
人
の
輪
を
広

げ
た
い
で
す
ね
。
今
の
時
期
は
花
が
少
な
い
の

で
、
自
治
会
館
で
お
年
寄
り
に
押
し
花
を
教
え
て

ま
す
。
ぜ
ひ
、
春
に
な
っ
た
ら
花
壇
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

駒木台第2自治
会の地区花壇を
担当して8年目

１　補助対象事業
①道路に沿った部分（３ｍ以上）の生け垣の新設（道路の幅員が４
ｍ未満の場合は道路の中心から２ｍ以上離れた位置に設置）
②生け垣の新設のための既存塀の撤去工事
２　補助額
①生け垣の設置補助＝生け垣の設置は、１ｍあたり５千円以内で、
５万円を限度に工事費の半額を補助
②既存塀の取り壊し＝既存塀を生け垣に造り替える場合は、１ｍあ
たり５千円以内で、５万円を限度に工事費の半額を補助
※樹木は高さが80㎝以上であること。申請は、生け垣を設置する前
にしてください。また、一部対象にならない地域もあります

①面積が６�以上であること
②多くの方が観賞でき、管理しやすい場所にあること
③土地所有者の承諾を得ていること
④管理を適切に行うため、地区花壇管理者を置くこと
⑤市から提供される草花のほか、自主的に草花を植え込むなど
※市では、６月にサルビア、マリーゴールド、11月にハボタン、
３月にパンジーを配布しています

「みどりのまちなみ整備事業制度」

｢地区花壇事業｣に参加できる花壇の目安
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募
金
・
基
金
にご協

力
を

【
緑
の
募
金
】

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
身
近
な
緑
や
環

境
を
守
っ
て
い
こ
う
と
�
千
葉
県

緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
三
月
一

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
「
緑

の
募
金
」
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

【
流
山
市
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
】

市
で
は
、
市
民
・
企
業
・
団
体

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
緑
化
を

推
進
す
る
「
流
山
市
ふ
る
さ
と
緑

の
基
金
」
を
設
け
て
お
り
、
皆
さ

ん
か
ら
の
寄
付
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
「
流
山
市
ふ
る
さ
と
緑
の
基

金
」
に
寄
付
さ
れ
た
方
に
は
、
税

の
控
除
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

集
め
ら
れ
た
募
金
や
基
金
は
、

学
校
・
公
園
な
ど
の
緑
づ
く
り
や

緑
化
思
想
の
普
及
啓
発
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

□問
公
園
緑
地
課

�
50
―

6
0
9
2

ご
み
の
祝
日
収
集
は
、
昨
年
４
月
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
月
は
、
十
二
日
の
振
替
休
日
も
通
常
ど

お
り
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

今
月
12
日

も

ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
す
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□問清掃事務所
�54－5501

た
め
、
一
基
の
み
で
二
十
四
時

間
の
焼
却
運
転
を
し
ま
す
。

焼
却
炉
が
二
炉
運
転
か
ら
一

炉
運
転
に
な
る
こ
と
か
ら
、
処

理
能
力
が
通
常
の
半
分
に
な
る

の
で
、
一
層
の
ご
み
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

清
掃
事
務
所
「
清
美
園
」
で

は
、
二
月
十
七
日
ま
で
ご
み
焼

却
炉
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
焼
却
炉
が

故
障
す
る
こ
と
な
く
、
正
常
に

稼
働
す
る
よ
う
行
う
も
の
で

す
。
期
間
中
は
、
二
基
あ
る
焼

却
炉
の
う
ち
一
基
を
点
検
す
る

今月10日にごみ減量・資源化イベント「ごみ減らし漫才＆ペ
ーパーリサイクル講演会」を文化会館で開きます。
現在、ごみを減らすための法律の改正や制定が進められてい
ますが、地球環境は年々悪くなるばかりで、私たち一人ひとり
のライフスタイルの見直しが求められています。
さあ、皆さんもこのイベントに参加して、身近なところから
できるごみの減量とリサイクルの方法を発見してみてはいかが
ですか。入場料は無料、さらに先着500人にエコバッグをプレ
ゼントします。
日　　時 ２月10日�　９：30開演（開場９時～）
場　　所 文化会館
内　　容 ①紙リサイクルの必要性を説く「ペーパーリサイ

クル講演会」
②ごみ減量・資源化行動計画をテーマにした林家
ライス・カレー子の「ごみ減らし漫才」

申し込み 当日、直接会場へ
□問リサイクル推進課�50－６０８４

清
美
園
の
焼
却
炉
を

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

防災行政無線で夕方流れる「家
路」のメロディーが、きょうから
５時に流れます。
□問総務課�50－６０６７

家路のメロディー
きょうから５時に

市
議
会
の
臨
時
会
が
今
月
五
日
に

開
か
れ
ま
す
。
今
回
の
臨
時
会
で
は
、

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
お
よ
び
、
こ

れ
に
関
連
す
る
平
成
十
二
年
度
の
一

般
会
計
と
特
別
会
計
の
補
正
予
算
の

三
議
案
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

5
日
に
臨
時
市
議
会
を
開
会

ご み 減 量 ・ 資 源 化 イ ベ ン ト

～先着500人にエコバッグをプレゼント！～

岡崎シンさん
（駒木台在住）

生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

み
ん
な
の
手
で�
緑
�の
ま
ち
づ
く
り

生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

み
ん
な
の
手
で�
緑
�の
ま
ち
づ
く
り

(
)

振
替

休
日



平成13年２月１日（木曜日） （２）第９８７号

国
を
挙
げ
て
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

に
取
り
組
む
な
か
、
文
部
科
学
省

で
は
、
平
成
十
三
年
度
中
に
全
国ことし４月から１年間活動してくれる「市石けん利

用推進協議会委員」を募集しています。

同協議会は、生活排水による汚染が著しい手賀沼や

江戸川の水質浄化を推進するため、水質汚濁の一因と

いわれている合成洗剤にかえて、石けん利用を推進す

ることを目的に設けられたボランティア団体です。

▽応募資格＝20歳以上の市民▽応募人員＝若干名▽

任期＝４月１日～平成14年３月31日▽活動内容＝情報交

換や市民への啓発活動のほか、研修会や消費生活展へ

の参加など▽応募方法＝官製ハガキに住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、職業、電話番号、団体加入者はその名

称を明記し、２月28日（必着）までに〒２７０－０１

９２流山市役所コミュニティ課へ

□問コミュニティ課�50－６０７６

中高年の再就職を支援するため、東洋学園大学の協力を得て、パソ

コン講座を開講します。

▽日程＝３月１日�、５日�、７日�、９日�、12日�、14日�

（全６回）▽時間＝10時～14時▽場所＝東洋学園大学（鰭ケ崎）▽対

象／定員＝35歳以上65歳未満の市内在住者で全日程受講できる求職中

の方（前回受講者を除く）／50人（多数抽選）▽参加費＝無料（教材

費は自己負担）▽内容＝マッキントッシュを使ったコンピューター入

の
小
・
中
学
校
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
結
ぶ
計
画
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
も
Ｉ
Ｔ
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
足

早
く
三
学
期
か
ら
、
市
内
の
全

小
・
中
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

回
線
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
の
ほ

か
、
電
話
回
線
の
約
八
倍
も
高
速

な
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
を
利

用
。「
調
べ
学
習
」
な
ど
へ
の
活

用
を
は
じ
め
、
高
速
回
線
を
生
か

し
た
学
校
間
の
テ
レ
ビ
会
議
な
ど

へ
の
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
で
き
る
の
は
、
一
部
の
パ
ソ
コ

ン
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
校
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か

ら
情
報
の
送
受
信
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
児
童
・
生
徒
が
積
極
的

に
情
報
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。□問

指
導
課
�
50
―

６
１
０
５

市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
が
大
変
便
利
で
す
。

口
座
振
替
は
、
市
税
な
ど
の
納
付
を
金
融
機

関
や
郵
便
局
が
、
納
税
者
に
代
わ
っ
て
、
指
定

さ
れ
た
口
座
か
ら
各
納
期
の
末
日
に
自
動
的
に

振
替
納
付
す
る
制
度
で
す
。

納
付
の
た
め
に
金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
も

省
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
口
座
振
替
で
き
る
市
税
等
】

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
市
・
県
民
税

（
特
別
徴
収
を
除
く
）、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、介
護
保
険
料（
特
別
徴
収
を
除
く
）、

国
民
年
金
保
険
料
、
し
尿
処
理
手
数
料

【
手
続
き
】

取
り
扱
い
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
各
担
当
課

に
備
え
付
け
の
「
流
山
市
市
税
等
口
座
振
替
依

頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
口
座
の
届
け

出
印
を
押
印
し
、
取
り
扱
い
金
融
機
関
ま
た
は

郵
便
局
の
窓
口
に
、
振
替
開
始
を
希
望
す
る
期

の
納
期
限
の
四
十
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
保
育
所
（
園
）
の
保
育
料
や
、
上
下

水
道
の
料
金
等
も
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。詳
し
く
は
各
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
市
税
…
税
制
課
�
50
―

６
０
７
２
／
国

民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
（
特
別
徴
収
を

除
く
）
・
国
民
年
金
保
険
料
…
国
保
年
金
課
�

50
―

６
０
７
７
（
国
保
・
介
護
）
�
50
―

６
１

１
０
（
年
金
）
／
し
尿
処
理
手
数
料
…
清
掃
事

務
所
�
54
―

５
５
０
１
／
保
育
料
…
児
童
家
庭

課
�
50
―

６
０
８
２
／
上
下
水
道
の
料
金
等
…

水
道
局
�
59
―

５
３
１
３

毎
回
好
評
の
「
市
民
の
た
め
の
わ

か
り
や
す
い
法
律
講
座
」
を
、
三
月

一
日
に
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
市
民
か
ら
の
相
談
事
例

の
多
い
「
相
続
・
相
続
税
」
を
テ
ー

マ
に
、
弁
護
士
、
税
理
士
を
講
師
に

招
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
新
春
の
「
選
挙
啓
発
書
き
初

め
」
作
品
の
審
査
会
が
こ
の
ほ
ど
行

わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
南
部
中
学
校
二
年

の
金
丸
瑞
生
さ
ん
な
ど
五
人
が
特
別

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
作
品

は
、
今
後
の
選
挙
啓
発
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
特
別
賞
か
ら
金
賞
ま
で
の

入
選
作
（
四
十
点
）
は
、
今
月
七
日

ま
で
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
流
山
店
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
敬
称
略
〉

▽
市
長
賞
＝
金
丸
瑞
生
（
南
部
中

２
年
）
▽
市
議
会
議
長
賞
＝
戸
部
千

聖
（
八
木
南
小
３
年
）
▽
教
育
長

賞
＝
中
橋
優
美
（
南
部
中
２
年
）
▽

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞
＝
丸
井

都
希
（
長
崎
小
４
年
）
▽
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
会
長
賞
＝
　
橋
絵
理

（
八
木
北
小
５
年
）

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
50
―

６
１
０
０

「
面
白
い
薬
が
あ
る
ん
だ
け
ど
…
」

「
や
せ
ら
れ
る
よ
」「
み
ん
な
や
っ
て
る

よ
」
―
―
―
さ
ま
ざ
ま
な
甘
い
言
葉
で
、

覚
せ
い
剤
や
麻
薬
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

薬
物
を
あ
な
た
に
使
わ
せ
よ
う
と
誘
っ

て
き
て
も
、「
ダ
メ
！
」
と
、
は
っ
き

り
断
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
薬
物
を
使
う
と
、
幻
覚
や

妄
想
が
現
れ
、
精
神
錯
乱
を
起
こ
し
た

り
、
臓
器
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
た
り
、
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
薬

物
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
犯
罪
を
犯
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
一
回
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と
思

っ
て
も
、
薬
物
の
依
存
性
な
ど
に
よ
り
、

ま
た
使
い
た
く
な
り
自
分
の
意
志
で
は
、

や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
で
は
、「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」

「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ダ
ス

ト
」
な
ど
、
別
の
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
覚
せ
い
剤
等
と
分
か
ら
な
い
よ

う
に
、
使
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

も
し
、
誘
わ
れ
て
も
、
は
っ
き
り
断

る
勇
気
を
持
ち
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で

友
人
や
家
族
に
な
ん
で
も
相
談
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□問
流
山
警
察
署
�
59
―

０
１
１
０
／

柏
保
健
所
�
67
―

１
２
５
５

ま
た
、
講
演
終
了
後
に
は
、
受
講

者
か
ら
の
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。

講
座
は
類
似
の
心
配
ご
と
を
お
持

ち
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
上
の
一

般
教
養
と
し
て
も
お
勧
め
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
３
月
１
日
�
13
時
〜

17
時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／
50
人
（
先
着

順
）
▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
か

ら
電
話
で
秘
書
広
報
課
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
50
―

６
０
６

３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
�
�
�
�

平成13年度委員を募集石けん利用
推進協議会

応募資格は20歳以上の市民

求職中の方を対象に
3月1日から全6回の日程で

中高年パソコン講座

門▽申し込み＝往復ハガキに「中高

年パソコン講座希望」、住所、氏名、

年齢、電話番号（返信用にも郵便番

号、住所、氏名）を明記し、２月９

日（必着）までに〒２７０－０１９２流山

市役所商工課へ※重複申し込み不可

□問商工課�50－６０８５

市
税
な
ど
の
納
付
は

納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

市
民
の
た
め
の

わ
か
り
や
す
い

法
律
講
座
を
開
催

「
相
続
・
相
続
税
」
を
テ
ー
マ
に
3月1日

やめよう薬物乱用

選
挙
啓
発
の
書
き
初
め

入
選
作
を
今
月
７
日
ま
で
展
示

小
・
小
・
中
学
校
で
も
進
む

中
学
校
で
も
進
む
I
T
I
T
教
育
教
育
 

小
・
小
・
中
学
校
で
も
進
む

中
学
校
で
も
進
む
I
T
I
T
教
育
教
育
 

小
・
中
学
校
で
も
進
む
I
T
教
育

今
後
の
活
用
に
期
待

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
授
業
（
東
部
中
学
校
で
）



（３） 平成13年２月１日（木曜日） 第９８７号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

南 流 山 セ ン タ ー  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所 
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

発 達 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

13：00～16：00

９：00～17：00

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

毎週月～金曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

同相談室 
�58-1616

同センター 
�58-0999

�50-6081

同相談室 
�58-4144

同センター相談室 
�55-5885

同センター相談室 
�58-7830

同学園 

年 金 相 談  

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

国保年金課 

社会福祉課 

�59-4735

�50-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜 

13：00～17：00毎月第１水曜 
※要電話予約 

10：00～15：0027日 
※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談  9：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

10：00～15：00毎月第３水曜 

毎週土・日曜 

※要電話予約 

毎月第３月曜 
※要電話予約 

10：00～15：00

市 民 相 談 室  

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

市 役 所  10：00～15：002月9日 
※要電話予約 

〃 10：00～15：00毎週火曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

今月は「千葉県献血推進強調月間」

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 保健センター  

保健センター  

妊娠5～8か月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で。
※9日からの参加者は5日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  16日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ か 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

20日・21日 
12：45～13：45 保健センター  平成12年10月生まれの乳児対象 

1 歳 6 か 月 児  
健 康 診 査  

13日・14日 
12：45～13：45

12：30～12：50

保健センター  

6日・7日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

28日　13：00～14：00 保健センター  

平成11年7月生まれの幼児対象 

平成９年11月生まれの幼児対象 
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

28日　13：00～14：00

15日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  

発 達 相 談  

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参 すくすく健康相談 

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
5日・19日・27日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

26日※時間は申し込
み者に個人通知 

保健センター  
2歳2か月児対象（27日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。11日までに申し込みを 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参 

リハビリ教室  

月曜コース 
5日・19日・26日 

7日・14日・21日・28日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保 健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  22日　13：00～14：00 柏 保 健 所  整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参 

発 達 相 談  22日　13：00～14：00 柏 保 健 所  
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約 

心の健康相談  2日・9日・16日・23日 14：00～16：00
柏 保 健 所  精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約 

保健センター  

23日　10：00～15：00 東 部 公 民 館  
22日　10：00～15：00 南流山福祉会館 

保健センター  

保健センター  

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 

2日・9日・16日・23日 

※9日は９：45～10：00

キ ッ ズ  

 

15日　９：30～11：30

南流山福祉会館 

南流山福祉会館 

20日  　9：45～10：00

20日　９：45～11：00

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456
▽夜間は、市内

の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

寒さが一段と厳しくなるこの時期、献血する方
の数は、「寒い」「かぜ薬を飲んでいる」などの理
由から、例年少なくなる傾向にありますが、特に
ことしは血液の在庫量が不足しています。
血液は長期保存ができず、また一方、一年をと
おして一定した量が必要になります。
安定した輸血用血液の供給を行うため、一人で
も多くの方のご協力をお願いします。

▽日程＝�２月６日�10時～16時、市役所�２
月19日�13時～16時、ＪＡ流山市流山支店▽献血
のできる方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、65
歳以上の方は60歳から64歳までに献血経験がある
方）※献血手帳がある方は持参
□問保健センター�54－０３３１

このコーナー
は、近くのまち
で行われる催し
物の情報を皆さ
んにお知らせす
るため、毎月掲
載しています。
近くまで出か

けたときなどに「ぶらっと」立ち寄
ってみてはいかがですか。

松 戸 市

柏　市

が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖

尿
病
な
ど
の
病
気
は
、
食
生
活
の

偏
り
や
運
動
不
足
、
過
労
、
飲

酒
・
喫
煙
な
ど
日
ご
ろ
の
生
活
習

慣
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
総
称
し
て
「
生
活
習
慣
病
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、「
成
人
病
」
と
呼
ば

れ
、
病
気
の
「
早
期
発
見
・
早
期

治
療
」
と
い
っ
た
二
次
予
防
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
は
、
二
次
予

防
と
共
に
「
健
康
増
進
・
発
病
予

防
」
と
い
っ
た
一
次
予
防
も
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

き
ち
ん
と
最
後
ま
で
治
療
を
受

け
、「
機
能
維
持
・
回
復
」
に
努

め
る
三
次
予
防
も
大
切
で
す
。

病
気
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
発
病
す
る
も

の
で
す
か
ら
、
一
概
に
原
因
を
決

め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
発
病
の
危
険
性

を
少
な
く
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。ア

メ
リ
カ
の
医
学
者
ブ
レ
ス
ロ

ー
が
提
唱
し
た
「
七
つ
の
健
康
習

慣
」（
下
表
）
を
参
考
に
、
日
ご

ろ
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。あ

な
た
を
病
気
か
ら
守
っ
て
く

れ
る
の
は
、
薬
や
お
医
者
さ
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
生
活

習
慣
次
第
で
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
日

ご
ろ
の
食
生
活
が
大
切
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
し
い

食
生
活
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
も

ら
お
う
と
、「
栄
養
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

ま
た
、
厨
房
に
入
る
こ
と
が
苦

手
な
男
性
を
対
象
に
し
た
「
男
性

の
た
め
の
栄
養
教
室
」
も
合
わ
せ

て
開
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
教
室
も
、
調
理
実
習

な
ど
が
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
生
活

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
栄
養
教
室
】

▽
期
日
／
テ
ー
マ
＝
�
２
月
22

日
�
／
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
高
脂
血
症
予
防
�

２
月
23
日
�
／
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た

っ
ぷ
り
取
っ
て
骨
粗
し
ょ
う
症
予

防
▽
時
間
＝
い
ず
れ
も
10
時
〜
13

時
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
＝
講
義
と
調
理
実
習
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
／
30
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
４
５
０
円
（
材
料
費
）

▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
▽
申
し
込
み
＝
そ
れ
ぞ

れ
開
催
日
の
６
日
前
ま
で
に
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

【
男
性
の
た
め
の
栄
養
教
室
】

▽
期
日
／
テ
ー
マ
＝
２
月
27
日

�
／
楽
し
く
作
っ
て
食
べ
て
健
康

ラ
イ
フ
▽
時
間
＝
10
時
〜
13
時

▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
＝
講
義
と
調
理
実
習
▽
対
象
／

定
員
＝
男
性
市
民
／
30
人
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
４
５
０
円
（
材

料
費
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具
▽
申
し
込

み
＝
19
日
ま
で
に
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３

３
１

保健センターで栄養教室など開催
調理実習も交え、分かりやすく…

2月1日～7日は「生活習慣病予防週間」

健
康
を
つ
く
る
の
も

病
気
を
つ
く
る
の
も

□ 適正な睡眠時間
□ 喫煙をしない
□ 適正体重を維持する
□ 過度の飲食をしない
□ 定期的に運動する
□ 朝食を毎日取る
□ 間食をしない

7つの健康習慣

国際音楽祭
▽日時＝２月27日�19時（開演）～
▽場所＝森のホール２１▽料金＝全席
指定３５００円（学生１８００円）※
託児サービスあり（有料・要予約）。詳
細は問い合わせを
□問森のホール２１チケットセンター
�０４７－３８４－３３３１

新収蔵作品公開展「塩水流功の世界」
▽期間＝２月16日�～２３日�
※19日は休館▽場所＝さわやかちば県
民プラザ▽内容＝故塩水流功さんの作
品４９点を中心に柏市が寄贈を受けた
作品を展示▽入場料＝無料
□問文化課�67－１４９４

市制30周年記念　我孫子を愛した画
家　岡田正二寄贈絵画展
▽期間＝２月24日�～27日�▽時

間＝10時～17時▽場所＝我孫子市民プ
ラザ▽内容＝抽象水彩画家の故岡田正
二さんの寄贈作品を展示▽入場料＝無
料
□問文化課�85－１１５１

市制50周年記念　２１世紀を祝う
「響け　歓喜の歌！ベートーベン第九」
▽日時＝２月18日�14時（開演）～
▽場所＝野田市文化会館▽出演＝野田
市民１７０人、流山フィルハーモニー
交響楽団▽入場料＝１５００円（小学
生～高校生は８００円）※詳細は問い
合わせを
□問野田市第九を歌う会・小林�23－
０７２４

社会教育振興大会「アグネス・チャ
ン講演会」
▽日時＝２月18日�14時～▽場所＝
沼南町中央公民館▽講師＝アグネス・
チャンさん▽テーマ＝私のターニング
ポイント※詳細は問い合わせを
□問社会教育課�91－１１１１

我孫子市

沼 南 町

野 田 市

献血にご協力を

あ
な
た
の
生
活
習
慣
次
第

あ
な
た
の
生
活
習
慣
次
第
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市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の

期
間
は
、
今
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の

一
か
月
間
で
す
（
松
戸
税
務
署
で
は
医
療
費
控
除

や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を

す
で
に
受
け
付
け
中
）。
申
告
書
の
提
出
は
、

市
・
県
民
税
が
市
役
所
、
所
得
税
が
松
戸
税
務
署

（
期
間
中
は
、
市
役
所
申
告
会
場
で
も
受
け
付
け
）

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
三
月
に
入
る
と
申
告
会
場

の
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
、
相
談
や
申
告
は
、

な
る
べ
く
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
と
い
わ
れ
る
個
人
の

市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得

（
市
・
県
民
税
申
告
書
や
確
定
申

告
書
、
会
社
か
ら
の
給
与
支
払
報

告
書
な
ど
）
に
基
づ
き
、
市
が
税

額
を
計
算
し
て
納
税
者
に
通
知

し
、
そ
の
通
知
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
期
限
ま
で
に
納
税
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

な
方
】

こ
と
し
一
月
一
日
現
在
の
住
所

が
流
山
市
に
あ
り
、
平
成
十
二
年

中
の
所
得
が
、
①
給
与
所
得
者
で
、

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
②
給
与
所
得

者
で
、
従
た
る
給
与
等
の
額
と
給

与
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

二
十
万
円
以
下
で
あ
る
（
二
十
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
確
定
申
告

が
必
要
）
③
配
当
所
得
が
あ
り
源

泉
分
離
課
税
を
選
択
し
た
（
株
式

所
得
税
は
個
人
が
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
一
年
間
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
得
た
収
入
か
ら
経
費
や

給
、
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
支
払

先
か
ら
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
⑧
住
所
は

流
山
市
以
外
に
あ
る
が
、
事
務
所
、

事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷
を
流
山
市

内
に
持
っ
て
い
る
⑨
平
成
十
二
年

中
に
病
気
、
失
業
、
廃
業
、
学
生

等
で
所
得
が
な
か
っ
た
―
―
―
な

ど
。な

お
、
税
務
署
に
確
定
申
告
を

済
ま
せ
た
方
は
不
要
で
す
。

市
・
県
民
税

所
得
税

三
月
十
五
日
）、
所
轄
の
税
務
署

に
申
告
書
を
提
出
し
て
予
定
納
税

額
や
源
泉
徴
収
税
額
と
の
過
不
足

額
を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
方
】

平
成
十
二
年
中
に
、
①
事
業
所

得
や
不
動
産
所
得
の
合
計
額
が
扶

養
控
除
な
ど
各
種
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
②
給
与
収
入
金
額

が
二
千
万
円
を
超
え
る
③
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超

え
る
④
給
与
支
払
い
を
二
か
所
以

上
か
ら
受
け
て
い
る
⑤
譲
渡
所
得

が
あ
る
（
各
種
課
税
の
特
例
を
受

け
る
場
合
も
申
告
が
必
要
）
―――

な
ど
。

【
郵
送
で
も
受
け
付
け
】

確
定
申
告
は
郵
送
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
郵
送
す
る
場
合
は
、

記
入
済
み
の
申
告
書
と
控
え
（
ボ

ー
ル
ペ
ン
書
き
）、
そ
の
他
の
必

要
書
類
、
申
告
書
の
控
え
を
返
送

す
る
た
め
の
封
筒
（
切
手
を
張
り
、

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
所

得
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

年
収
が
百
三
万
円
以
下
で
あ
れ
ば

給
与
所
得
控
除
（
六
十
五
万
円
）

を
差
し
引
い
た
残
額
（
所
得
）
が

三
十
八
万
円
以
下
で
あ
る
た
め
、

所
得
税
と
住
民
税
の
計
算
上
で
、

夫
（
妻
）
の
配
偶
者
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
ま
た
パ
ー
ト
収
入

が
、
百
三
万
円
を
超
え
て
も
百
四

パート
収入と
税

年金は
雑所得

十
一
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
配
偶
者

特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ

の
控
除
額
は
所
得
額
に
よ
っ
て
調

整
さ
れ
、
最
高
三
十
八
万
円
ま
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
左
表
参

照
）。※年

収
が
百
三
万
円
ま
で
で
あ

れ
ば
本
人
の
所
得
税
は
非
課
税
で

す
（
住
民
税
は
百
万
円
以
下
が
非

課
税
）

【
内
職
な
ど
の
収
入
】

内
職
や
生
命
保
険
等
の
外
交
な

ど
を
し
て
い
る
場
合
は
、
収
入
金

額
か
ら
実
際
に
か
か
っ
た
必
要
経

費
を
差
し
引
い
た
残
額
が
雑
所
得

ま
た
は
事
業
所
得
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
や
生
命
保
険
、
郵
便
年

金
な
ど
と
い
っ
た
私
的
年
金
を
受

け
取
っ
た
場
合
に
は
、
雑
所
得
と

し
て
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
は
、
�
国
民
年
金

法
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
国
家
公

務
員
等
の
共
済
組
合
法
な
ど
の
法

律
に
基
づ
く
年
金
�
恩
給
（
一
時

恩
給
を
除
く
）
�
適
格
退
職
年
金

契
約
に
基
づ
く
年
金
―
―
―
な
ど

パート収入と税の関係（所得税は平成12年分・住民税は平成13年度分）

公的年金等に係る雑所得の速算表

※配偶者特別控除が受けられる場合､その控除額は配偶者の所得
金額に応じて異なります｡
夫（妻）の合計所得が1,000万円を超える場合は受けることが
できません

で
す
。

【
年
金
所
得
の
計
算
】

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
の
算

出
方
法
は
、
年
齢
が
六
十
五
歳
以

上
か
否
か
で
異
な
り
ま
す
（
左
表

参
照
）。

私
的
年
金
の
場
合
は
、
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
（
年
金
支
給
事

業
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
計
算
書
）

を
引
い
た
額
が
雑
所
得
の
金
額
で

す
。【

公
的
年
金
と
扶
養
の
判
定
】

�
六
十
五
歳
以
上
は
百
七
十
八

万
円
以
下
�
六
十
五
歳
未
満
は
百

八
万
円
以
下
―
―
―
の
公
的
年
金

収
入
だ
け
で
あ
れ
ば
本
人
の
所
得

金
額
が
三
十
八
万
円
以
下
と
な

り
、
他
の
方
の
扶
養
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
年
齢
の
算
定
は
平
成
十
二
年

十
二
月
三
十
一
日
現
在

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
が
さ

れ
な
い
場
合
、
保
育
園
の
入
園
申

請
や
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
の
交
付
申
請
を
す
る
際
に
必

要
に
な
る
税
関
係
の
各
証
明
書
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

提
出
さ
れ
た
申
告
書
は
、
国
民

健
康
保
険
料
の
算
定
資
料
や
、
各

種
扶
助
給
付
を
受
け
る
際
の
基
礎

資
料
に
も
な
り
ま
す
。

な
お
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申告書は
自分で書いて
早めに提出を

所
得
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず

申
告
を

市・県民税

市 民 税 課�50－6073

松戸税務署�047－363－1171

【
申
告
書
】

市
や
税
務
署
か
ら
申
告
書
を

送
付
し
ま
し
た
。
申
告
が
必
要

な
方
で
申
告
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
に
は
、
市
・
県
民
税
の

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

市
・
県
民
税
の
申
告
や
確
定

申
告
に
は
、
�
申
告
書
�
印
か

ん
�
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

�
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
�

の
払
込
証
明
書
�
医
療
費
の
領

収
書
	
銀
行
の
口
座
番
号
（
還

付
金
の
振
り
込
み
希
望
者
）
―――

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
告
期
間
】

二
月
十
六
日
�
〜
三
月
十
五

日
�※

相
談
は
午
前
九
時
〜
午
後

四
時
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

【
申
告
会
場
】

▽
市
・
県
民
税
＝
流
山
市
役

所
第
２
庁
舎
３
階
会
議
室

東
京
税
理
士
会
松
戸
支
部
の
無

料
相
談
が
、
左
表
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
す
。

※
青
色
申
告
、
譲
渡
所
得
、

贈
与
税
、
消
費
税
の
相
談
は
行

い
ま
せ
ん

申
告
は
期
間
内
に

～12:00､13:00～16:00

来場はご遠慮ください

税務署のほか市役所でも申告相談を受け付け

贈与税･譲渡所得･消費税の申告相談は松戸税務

告相談でも､申告書を受け付けます

が多い場合､受け付けを早めに締め切ることが

の無料相談

出張相談

65歳未満（昭和11年1月2日以後生まれ）

年金収入金額

～1,300,000円

1,300,001円～4,100,000円

4,100,001円～7,700,000円

7,700,001円以上

（年金収入金額）－（700,000円）

（年金収入金額）×0.75－（375,000円）

（年金収入金額）×0.85－（785,000円）

（年金収入金額）×0.95－（1,555,000円）

公的年金等控除後の金額

65歳以上（昭和11年1月1日以前生まれ）

年金収入金額

～2,600,000円

2,600,001円～4,600,000円

4,600,001円～8,200,000円

8,200,001円以上

（年金収入金額）－（1,400,000円）

（年金収入金額）×0.75－（750,000円）

（年金収入金額）×0.85－（1,210,000円）

（年金収入金額）×0.95－（2,030,000円）

公的年金等控除後の金額
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�
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�
�
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申
告
の
案
内

100万円以下
（所得35万円以下）

なる なる
かから
ない

かから
ない

なる なる
かから
ない

かかる

なる ならない
かから
ない

かかる

ならない なる かかる かかる

ならない ならない かかる かかる

所得税･住民税 所得税･住民税 所得税 住民税
パートの収入

配偶者控除の
対象となるか

配偶者特別控除の
対象となるか

自分自身に税金
がかかるか

100万円超～
103万円未満
（所得35万円超～
所得38万円未満）

103万円超～
141万円未満
（所得38万円超～
所得76万円未満）

103万円
（所得38万円）

141万円以上
（所得76万円以上）

談　日 会　　場

文 化 会 館

8日� 北部公民館

談　日 会　　場

･14� 初石公民館

～3月2日� 市 役 所

～22日� 初石公民館

･28日� 北部公民館

問い合わせ

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������

申告はお早めに
2月16日～3月15日



（５） 第９８７号

配
当
等
）
④
営
業
、
農
業
、
そ
の

他
の
事
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得

が
あ
る
⑤
雑
損
、
医
療
費
控
除
な

ど
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
⑥
平

成
十
二
年
中
に
退
職
し
た
⑦
恩

各
種
控
除
を
差
し
引
い
た
所
得
に

課
税
さ
れ
る
国
税
で
す
。

確
定
申
告
は
、
納
税
者
が
自
ら

所
得
金
額
や
税
額
、
損
失
額
を
計

算
し
、
期
間
中
（
二
月
十
六
日
〜

二
月
十
三
日
か
ら
三
月
十
六
日

ま
で
、
市
内
公
共
施
設
循
環
バ
ス

の
「
市
役
所
前
」
停
留
所
を
変
更

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
確
定
申
告
の

受
け
付
け
等
の
た
め
、
市
役
所
駐

車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

差
出
人
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
）

を
同
封
し
、
〒
２
７
７
―

８
５
３

３
松
戸
税
務
署
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
書
は
市
の
市
民
税
課
ま
た

は
各
出
張
所
、
確
定
申
告
書
は

松
戸
税
務
署
に
用
意
さ
れ
て
い

る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
営
の
方
は
決
算
書
ま
た
は
収

支
内
訳
書
�
国
民
健
康
保
険
や

国
民
年
金
の
領
収
書
�
生
命
保

険
料
や
損
害
保
険
料
、
寄
付
金

▽
所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費

税
の
確
定
申
告
＝
松
戸
税
務
署

【
税
務
署
の
出
張
相
談
な
ど
】

松
戸
税
務
署
の
出
張
相
談
や

【お願い】
◎時間は9:30～

◎自動車での来

◎2月16日から

ます

◎青色申告･贈

署へ

◎各会場の申告

※相談希望者が

あります

税理士会の

税務署の出

か
ら
毎
年
一
時
的
に
行
う
も
の
で

す
。な

お
、
運
行
時
刻
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

□問
都
市
計
画
課
�
50
―

６
０
８

７

市
観
光
協
会
で
は
「
第
三
十
回

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
で
三
十
回
目
を
迎
え
る
観

光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
。
写
真
の
技

術
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
ぶ
ら
り
と
市
内
再
発
見

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
テ
ー
マ
＝
�
「
わ
が
ま
ち
流

山
」。
流
山
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

す
る
も
の
…
自
作
品
で
未
発
表
の

も
の
�
「
姉
妹
都
市
（
相
馬
市
・

市　　内
循環バス

「
市
役
所
前
」の

停
留
所
を
一
時
変
更

千葉地方法務局 
流山出張所 

流山市役所 

県
道
松
戸
・
野
田
線 

県道柏・流山線 

至松戸 

至野田 

変更後停留所 

現停留所 

クレスト流山 
マンション 

ライオンズ 
マンション 

信
濃
町
）
を
訪
ね
て
」
…
１
年
以

内
（
平
成
12
年
７
月
以
降
）
に
撮

影
し
た
も
の
で
、
自
作
品
の
未
発

表
の
も
の
。
い
ず
れ
も
被
写
体
は

自
由
と
し
、
写
真
技
術
は
問
い
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
応
募
を
▽
応
募

規
格
＝
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
２
Ｌ

〜
４
ツ
切
り
判
）
▽
応
募
締
切
＝

平
成
13
年
６
月
29
日
（
必
着
）

▽
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
票

（
商
工
課
で
配
布
）
ま
た
は
自
作

の
応
募
票
に
題
名
、
撮
影
場
所
・

文
化
会
館
で
は
、
親
子
の
関
わ
り
や
癒
し
、
人

間
の
再
生
を
テ
ー
マ
に
「
映
画
と
講
演
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
映
画
は
「
オ
サ
ム
の
朝
（
あ
し

た
）」。

上
映
後
は
、
こ
の
作
品
の
監
督
で
、
本
市
出
身

で
も
あ
る
梶
間
俊
一
監
督
を
招
い
て
、『
映
画

「
オ
サ
ム
の
朝
」
に
描
く
遊
び
の
創
造
力
』
と
題

し
た
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
会
場

に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
程
＝
３
月
10
日
�
13
時
30
分
（
開
場
）

〜
、
14
時
〜
15
時
50
分
（
映
画
）、
16
時
〜
17
時

（
講
演
）
▽
会
場
＝
文
化
会
館
▽
講
師
＝
梶
間
俊

一
さ
ん
（
映
画
監
督
）
▽
定
員
＝
１
０
０
０
人
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
文
化
会
館

へ
□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

日
時
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
応
募
作

品
の
裏
面
に
張
り
、
〒
２
７
０

―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
商
工

課
内
・
観
光
協
会
事
務
局
へ
※

１
人
３
点
ま
で
応
募
可
▽
賞
＝

最
優
秀
賞
（
１
点
）
…
賞
金
５

万
円
と
副
賞
／
優
秀
賞
（
２
点
）

…
賞
金
３
万
円
と
副
賞
※
入

選
、
佳
作
、
特
別
賞
な
ど
あ
り

▽
そ
の
他
＝
応
募
の
全
作
品
は

後
日
、
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
展
示
会
を
行
い
ま
す

□問
商
工
課
�
50
―

６
０
８
５

流
山
市
民
芸
術
劇
場
で
は
、
市

民
参
加
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
「
心

の
歌
、
日
本
の
抒
情
Ⅱ
」
を
七
月

十
五
日
に
開
催
し
ま
す
。
同
実
行

委
員
会
で
は
、
舞
台
に
立
つ
合
唱

団
員
を
新
た
に
募
集
し
ま
す
。
今

回
で
三
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
合
唱
団
参
加
者
や
観

客
の
皆
さ
ん
か
ら
、
感
動
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
心
の
歌
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

曲
目
は
、
二
十
世
紀
か
ら
歌
い

継
が
れ
て
い
る
中
山
晋
平
（
作
曲

家
）
の
曲
の
ほ
か
、
日
本
の
童
謡

や
ラ
ジ
オ
歌
謡
な
ど
の
数
々
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

主
な
出
演
者
は
、
ゲ
ス
ト
に
藤

原
歌
劇
団
の
鹿
野
章
人
（
バ
リ
ト

ン
）
さ
ん
、
指
揮
者
に
山
舘
冬
樹

さ
ん
、
演
出
に
大
島
尚
志
さ
ん
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
曲
目
構
成
は
、

市
音
楽
家
協
会
の
熊
坂
牧
子
さ

ん
、
同
協
会
が
合
唱
指
導
を
担
当

し
ま
す
。

市内の学童保育所では４月から
入所する児童を募集します。
学童保育所は、小学１～３年生
の児童を、両親が共働きなどの理
由で、下校後家庭保育ができない
場合に児童を預けることのできる
施設です。
□問児童家庭課�50－６０８２

～カメラを持ってぶらりと
ワンショット～

流山市観光写真コンクール
作品を募集第30回

特別企画

「変わる家族と家族法～いま問
われる夫婦の絆～」と題した男女
共同参画社会づくり講座を、来月17
日に北部公民館で開催します。
「結婚後、どちらの姓を名乗り
ますか？」と聞かれたら、あなた
は、どう答えますか。
今、私たちの「姓」をめぐる制
度が問題になっています。約98％の
夫婦が夫の姓を名乗っている日本

ですが、何が問題なのでしょうか。「夫婦は同じなのがあたり
まえ」、「姓が違う娘は墓を守れない」、「免許証などの改姓手
続きが面倒」など受け止め方は、いろいろですが、姓の歴史
を知り、ライフスタイルが多様化する「今」にふさわしい仕
組みを考えてみませんか。
▽日時＝３月17日�14時～16時▽会場＝北部公民館▽定員＝
40人（先着順）▽講師＝吉岡睦子さん（弁護士）▽申し込
み＝電話で企画調整課へ
□問企画調整課�50－６０６４

男女共同参画社会づくり講座

～いま問われる夫婦の絆～

監督…梶間俊一
原作…森詠
出演…中村雅俊・手塚理美・石田ひかり・

原田龍二・石橋蓮司ほか

映
画
と
講
演
の
つ
ど
い

3/10（土）
文化会館

▽
公
演
日
＝
７
月
15
日
�
▽
募

集
人
数
＝
一
般
40
人
、
小
中
学
生

30
人
▽
練
習
日
＝
３
月
17
日
か
ら

週
１
回
程
度
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
２
月
28
日
ま
で
に
社
会
教
育
課

へ
□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６

プロの音楽家と一緒に舞台へ

【自主運営】

お
や
つ
の
時
間
だ
よ
！

流
山
市
民
芸
術
劇
場
で

合
唱
団
員
を
募
集

�

学童保育所名

①たけの子ルーム
�73－9313

②ちびっ子クラブ
�59－5921

③ちびっ子南クラブ
�50－2656

④ひよどり学童クラブ
�45－4414

⑤そよかぜ学童クラブ
�50－5797

⑥山びこルーム
�52－2231

⑦あすなろ学童クラブ
�59－7970

⑧たんぽぽ学童クラブ
�55－3636

⑨もりのいえ学童クラブ
�56－0778

対象
学校区

東小
向小金小

流山北小

流山小

長崎小

八木南小

八木北小
小山小

鰭ケ崎小
南流山小

西深井小
新川小

東深井小

申し込
み先

※
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
学
童
保
育
所
へ

学童保育所名

江戸川台
子どもルーム
�54－2277

対象
学校区

江戸川台小
西初石小

申し込
み先

児童
家庭課

申込
期限

２月23日

【公　　立】

※現在入所している児童も手続きが必要

学童保育所
4月からの

入所児童を募集

相　

2月2日�

2月7日�･

相　

2月13日�

2月16日�

2月20日�

2月27日�

昨年の最優秀作品

「
オ
サ
ム
の
朝あ

し
た

」へ

ぜ
ひ
、
親
子
で
来
場
を

�変わる家族と家族法 �
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そ
の
他

【
発
掘
調
査
速
報
展
（
２
月
２
日
�
〜
３
月
６
日
�
）】

本
年
度
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
う
ち
の
七
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
遺
物
、
写
真

等
を
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

展
　
　
　
示

講
座
・
講
演

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

このコーナーへ情報を掲載したい方は、「広報

ながれやま情報BOX掲載申込書」によりお申し込

みください。申込書は秘書広報課、各公民館、南

流山センター、各福祉会館、森の図書館、市民総

合体育館にあります。申込書に必要事項を記入し、

直接または郵送で秘書広報課へ（ファックス50－

0111も可）。申し込みが多い場合は、紙面の都合

で掲載できない場合もあります。

【掲載ご希望の方は…】

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など

の詳細は、各児童館・児童センタ

ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

２／24�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

ジャンボかるた大会

２／20�
～28�

おひな様作り

２／17� ドッジボール大会

２／17� ドッジボール大会

２／10�
～17�

おひな様作り

２／17� ドッジボール大会

２／６�
～17�

毛糸を使った工作

施
策
会
議
傍聴可

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座

高
齢
者
を
対
象
に
、
四
月
か
ら

開
講
す
る
各
種
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
講
座
・
日
程
／
場
所
＝
①
民

謡
…
木
曜(

全
20
回
）
／
東
深
井

福
祉
会
館
②
水
墨
画
…
金
曜
（
全

20
回
）
／
東
深
井
福
祉
会
館
③
手

芸
…
水
曜
（
全
20
回
）
／
東
深
井

福
祉
会
館
④
園
芸
（
盆
栽
）
…
火

曜
（
全
20
回
）
／
高
齢
者
趣
味
の

家
⑤
陶
芸
…
火
曜
（
全
35
回
）
／

高
齢
者
趣
味
の
家
⑥
陶
芸
…
水
曜

（
全
35
回
）
／
名
都
借
福
祉
会
館

※
詳
細
は
広
報
な
が
れ
や
ま
１
月

15
日
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ

を
□問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
52
―

２
３
７
３

映
画
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

命
か
が
や
く
瞬
間
（
と
き
）」
と

講
演
の
集
い

▽
日
時
＝
３
月
10
日
�
13
時

（
開
場
）
〜
▽
場
所
＝
松
戸
市
民

会
館
▽
内
容
＝
映
画
の
上
映
と
講

演
（
保
育
（
有
料
）
あ
り
）
▽
講

師
＝
青
木
和
雄
さ
ん
（
映
画
原
作

者
）
▽
定
員
＝
１
０
０
人
（
多
数

抽
選
）
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

保
育
希
望
の
有
無
、
参
加
希
望
人

数
（
大
人
・
子
ど
も
別
）
を
明
記

し
、
２
月
23
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
〒
２
７
１
―

８
５
８
８
松
戸

市
役
所
市
民
相
談
課
へ

□問
松
戸
市
市
民
相
談
課
�
０
４

７
―

３
６
６
―

７
３
１
９

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ

▽
日
時
＝
３
月
７
日
�
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
市
川
市
文
化
会
館

▽
内
容
＝
①
荻
野
ア
ン
ナ
さ
ん

（
作
家
）
に
よ
る
人
権
問
題
講
演

会
②
芹
洋
子
さ
ん
（
歌
手
）
に
よ

る
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
申
込
人
数
（
１
枚
で
２
人
ま

で
）
を
明
記
し
、
２
月
20
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
６
０
―

８
６
６

７
県
庁
健
康
福
祉
政
策
課
へ

□問
県
庁
健
康
福
祉
政
策
課
�
０

４
３
―

２
２
３
―

２
３
４
８

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

現
在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中

で
、
離
転
職
者
の
就
業
機
会
の
選

択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
程
＝
２
月
26
日
�
〜
28

日
�
９
時
30
分
〜
16
時
30
分
▽

場
所
＝
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千

葉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）
▽
定

員
＝
50
人
（
先
着
順
）
▽
受
講

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千
葉
セ
ン

タ
ー
相
談
部
門
へ

□問
同
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
―

２

４
８
―

７
７
６
６

絵
手
紙
を
描
く
（
絵
手
紙
サ
ー

ク
ル
十
色
会
主
催
）
＝
２
月
21
日

�
・
３
月
２
日
�
い
ず
れ
も
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、
森
の
図
書

館
。
こ
れ
か
ら
絵
手
紙
を
始
め
た

い
方
先
着
15
人
。
受
講
料
無
料

□問
堀
越
�
54
―

０
９
５
４

ア
メ
リ
カ
南
部
の
家
庭
料
理
講

習
会（
市
国
際
交
流
協
会
主
催
）
＝

２
月
20
日
�
10
時
〜
14
時
、
南

流
山
セ
ン
タ
ー
。
受
講
料
１
０
０

０
円
。
電
話
で
申
し
込
み
を
□問
花

家
�
59
―

９
８
３
５

民
俗
芸
能
の
会
＝
２
月
４
日
�

13
時
30
分
〜
、
東
部
公
民
館
。

入
場
無
料
□問
松
の
実
保
育
園
�
45

―

４
３
１
２

第
32
回
芸
能
祭
（
市
歌
謡
演
芸

連
合
会
主
催
）
＝
２
月
18
日
�
９

時
30
分
〜
、
文
化
会
館
。
入
場
無

料
□問
土
井
�
58
―

０
０
９
２

第
４
回
絵
手
紙
展
（
流
山
絵
手

紙
サ
ー
ク
ル
み
の
り
主
催
）
＝
２

月
１
日
�
〜
10
日
�
９
時
〜
19

時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）、
流

山
郵
便
局
。
入
場
無
料
□問
今
井
�

52
―

６
０
７
２

★
市
都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
２
月
２
日
�
13
時
30

分
〜
※
受
け
付
け
は
13
時
〜
▽
場

所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝
流
山
都
市

計
画
ご
み
焼
却
場
の
変
更
に
つ
い

て
□問
都
市
計
画
課
�
50
―

６
０
８

７
★
市
福
祉
施
策
審
議
会

▽
日
時
＝
２
月
14
日
�
13
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
市
商
工
会
館
▽

内
容
＝
市
児
童
育
成
計
画
の
素
案

に
つ
い
て

□問
社
会
福
祉
課
�
50
―

６
０
７

９

★
臨
時
職
員
（
保
健
婦
、
看
護

婦
（
士
））

▽
勤
務
内
容
＝
乳
幼
児
、
成
人

等
の
健
康
診
査
や
相
談
な
ど
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３

３
１休

日
診
療
所
の
看
護
婦
募
集

▽
勤
務
日
＝
日
曜
、
祝
日
（
一

人
体
制
で
２
か
月
に
１
〜
２
回
程

度
）
▽
時
間
＝
８
時
45
分
〜
17
時

▽
場
所
＝
市
休
日
診
療
所
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）
▽
賃
金
＝
日
額
１

８
０
０
０
円
（
年
末
年
始
５
０
０

０
円
増
）
※
申
込
方
法
な
ど
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
市
医
師
会
事
務
所
�
55
―

２

３
２
４

市
立
中
学
校
非
常
勤
講
師
の
募

集
▽
募
集
教
科
お
よ
び
応
募
資

格
＝
技
術
、
家
庭
、
美
術
の
各
教

科
で
、
い
ず
れ
か
の
教
科
の
中
学

校
普
通
免
許
状
を
有
す
る
満
63
歳

未
満
の
方
▽
募
集
期
間
＝
３
月
31

日
ま
で
随
時
▽
賃
金
＝
授
業
１
時

間
に
つ
き
２
８
３
０
円
（
平
成
12

年
）
▽
申
し
込
み
＝
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
、
所
有
免
許
状
を

明
記
し
、
〒
２
７
１
―

８
５
６
３

県
教
育
庁
東
葛
飾
地
方
出
張
所
管

理
課
に
郵
送
を

□問
同
出
張
所
管
理
課
�
０
４
７

―

３
６
１
―

２
１
２
４

く
ら
し
の
植
物
苑
観
察
会

▽
期
日
＝
２
月
24
日
�
13
時

30
分
〜
※
雨
天
決
行
▽
場
所
＝
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
暮
ら
し
の
植

物
苑
（
佐
倉
市
）
▽
演
題
＝
植
物

の
冬
の
す
が
た
▽
入
苑
料
＝
１
０

０
円□問

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
�
０

４
３
―

４
８
６
―

０
１
２
３

東
京
電
力
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

の
募
集

▽
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の
女

性
▽
募
集
人
数
＝
15
人
（
選
考
）

▽
活
動
期
間
＝
平
成
13
年
５
月
〜

平
成
15
年
３
月
▽
応
募
方
法
＝
ハ

ガ
キ
に
応
募
の
動
機
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
、
家
族
構
成
、
職

業
、
他
の
モ
ニ
タ
ー
経
験
を
明
記

し
、
３
月
31
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
〒
２
７
７
―

８
５
６
０
東
京

電
力
柏
営
業
所
へ
※
選
考
結
果

は
、
４
月
下
旬
ま
で
に
応
募
者
全

員
に
通
知

□問
東
京
電
力
柏
営
業
所
�
62
―

１
３
０
１

エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド

▽
日
時
＝
２
月
10
日
�
10
時

〜
12
時
▽
場
所
＝
県
立
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の
家
（
沼
南
町
）
▽
内

容
＝
手
賀
の
丘
公
園
で
の
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

□問
同
少
年
自
然
の
家
�
91
―

１

９
２
３

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

▽
日
時
＝
２
月
24
日
�
13
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
千
葉
中
央
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）

▽
費
用
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ
※
弁
護
士
、
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
が
相
談
に
対
応

□問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０

４
３
―

２
２
５
―

４
５
６
７

婦
人
の
集
い（
市
教
委
後
援
）
＝

２
月
15
日
�
10
時
15
分
〜
11
時
30

分
、
江
戸
川
台
東
自
治
会
館
。
女

性
１
０
０
人
□問
�
実
践
倫
理
宏
正

会
流
山
分
所
・
川
野
�
54
―

６
７

３
８会

員
募
集

中
高
年
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー

ク
ル
＝
毎
週
木
曜
13
時
30
分
〜
14

時
30
分
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、
月
会

費
２
０
０
０
円
□問
小
林
�
52
―

５

７
８
７

色
紙
教
室
会
＝
第
１
・
３
水
曜

10
時
〜
12
時
、
北
部
公
民
館
。

月
会
費
３
０
０
０
円
□問
上
柿
�
54

―

５
０
３
２

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第
１

水
曜
13
時
〜
15
時
、
文
化
会
館
。

月
会
費
１
０
０
０
円
（
材
料
費
は

別
途
）
□問
荒
井
�
75
―

３
２
９
３

さ
す
が
会
（
社
交
ダ
ン
ス
）
＝

毎
週
日
曜
19
時
〜
21
時
、
主
に

東
深
井
福
祉
会
館
。
入
会
金
２
０

０
０
円
、
月
会
費
３
０
０
０
円
□問

伊
井
�
52
―

７
５
４
６

シ
ニ
ア
・
ピ
ア
ノ
・
サ
ー
ク
ル

「
ド
レ
ミ
の
会
」
＝
第
１
・
３
木

曜
13
時
〜
15
時
、
第
１
・
３
土

曜
10
時
〜
12
時
、
主
に
流
山
福

祉
会
館
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
３
０
０
０
円
□問
高
瀬
�
55

―

１
３
６
７

江
差
追
分
会
＝
毎
週
木
曜
19
時

30
分
〜
21
時
、
主
に
思
井
福
祉

会
館
。
月
会
費
３
０
０
０
円
□問
吉

岡
�
59
―

４
０
９
７

桜
の
会
（
華
道
）
＝
第
１
・
３

水
曜
10
時
〜
12
時
、
文
化
会
館
。

月
会
費
２
０
０
０
円
。
花
材
費
と

し
て
１
回
９
０
０
円
程
度
□問
鈴
木

�
58
―

５
６
９
１

野
菊
の
会
（
ペ
ン
習
字
）
＝
第

１
・
３
火
曜
13
時
30
分
〜
15
時
、

東
部
公
民
館
。
月
会
費
２
０
０
０

円
□問
加
藤
�
43
―

１
９
１
４

向
小
金
フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ
（
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
）
＝
毎
週
日
曜
10
時
〜

12
時
、
向
小
金
小
学
校
。
月
会
費

２
０
０
０
円
。
20
歳
以
上
対
象
□問

小
林
�
74
―

３
５
８
０

泉
会
（
茶
道
）
＝
第
１
・
３
火

曜
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、
森

の
図
書
館
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
３
０
０
０
円
□問
山
田
�
53

―

２
７
５
８

太
極
拳
初
心
者
教
室
＝
第
１
・

３
・
４
日
曜
17
時
〜
18
時
30
分
、

常
盤
松
中
学
校
。
月
会
費
２
０
０

０
円
□問
下
田
�
52
―

２
８
７
３

Ｙ
ｏ
ｕ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ

オ
Ⅱ
＝
毎
週
水
曜
10
時
〜
11
時
30

分
、
文
化
会
館
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
月
会
費
４
０
０
０
円
□問
市

川
�
55
―

７
４
５
６

手
編
教
室
＝
第
１
・
３
水
曜
10

時
〜
12
時
30
分
、
主
に
名
都
借

福
祉
会
館
。
入
会
金
５
０
０
円
、

月
会
費
２
０
０
０
円
□問
井
上
�
43

―

９
７
２
０

大
正
琴
を
楽
し
む
会
＝
第
２
・

４
金
曜
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

森
の
図
書
館
。
入
会
金
２
０
０
０

円
、
月
会
費
３
０
０
０
円
□問
木
下

�
53
―

７
９
０
５

コ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン
カ
（
女
声
コ

ー
ラ
ス
）
＝
毎
週
土
曜
10
時
〜
12

時
、
主
に
東
深
井
福
祉
会
館
。
月

会
費
３
０
０
０
円
□問
根
本
�
52
―

４
３
２
３

青少年ふれあい運動「地区のつどい」
2月3日に8会場で開催
青少年ふれあい運動「地区のつど

い」を今月３日に開催します。

これは、中学校区ごとのテーマに基

づいて講演や意見交換などを行うもの

です。

子ども達のことについて関心のある

方なら、どなたでも入場できます。

▽日時＝２月３日�13時30分～15時

30分▽場所(中学校区)=①南流山セン

ター（南流山中）②文化会館(南部中)

③思井福祉会館（八木中）④東部公

民館（東部中）⑤北部公民館（北部

中）⑥十太夫福祉会館（常盤松中）

⑦森の図書館（東深井中）⑧流山コ

ミュニティプラザ（西初石中）▽申し

込み=当日、直接会場へ

□問青少年指導センター�59－５４０

０

平成10年度に木材および製材業者の登録をされた方につい
ては、平成13年３月31日で有効期間が満了になりますので、３
月１日までに千葉県に登録の更新手続きが必要となります。
手続方法等詳細は、県東葛飾支庁産業課にお問い合わせく
ださい。
□問県東葛飾支庁産業課�０４７－３６１－２１１６

平成13年度木材業者及び製材業者
登録の更新について

毎年恒例の青空教室、ことしは春のスキ
ー教室です。未経験、初心者の小学生を対
象にプロのレッスンを受講し、スキーを習
得しましょう。また、スキー以外にも餅つ
き大会などのイベントも盛りだくさんです。
▽日程＝３月23日�18時流山発～25日�
19時流山帰着予定▽会場＝越後中里スノー
ウッドスキー場（新潟県）▽宿泊先＝ホテ
ルエンゼルグランディア越後中里▽対象／
定員＝市内在住・在勤の親子／50人（多数
抽選）▽参加費＝１人19,000円（大人も同
額）※２泊４食、レッスン費、交通費、保
険、入湯税等を含む▽申し込み＝ハガキに
参加者全員の氏名、住所、学校名、学年を
明記し、〒270－0171流山市上貝塚202－１
�流山青年会議所・青空教室係へ
□問流山青年会議所�59－３９４９

子どもにスキーをさせたい。でも…
そんなお父さんでもこれなら安心
JC青空教室2001in中里3/23～25

�047－444－6781



（７） 平成13年２月１日（木曜日） 第９８７号
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

掛
か
り
、
水
道
水
が
い
か
に
安
い

か
分
か
り
ま
し
た
。
生
産
原
価
は
、

百
七
十
五
円
十
七
銭
で
、
一
立
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
八
円
四
銭
の
収

益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
間
百
二
十
三
万
三

千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
漏
水
が
あ
り
、

送
水
量
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
日

に
三
千
三
百
七
十
立
方
メ
ー
ト
ル

の
水
が
漏
れ
て
い
ま
す
。
お
金
に

す
る
と
約
六
十
万
円
に
な
り
ま
す
。

漏
水
を
防
ぐ
た
め
、
古
い
配
水

管
の
取
り
替
え
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
五
十
年
前
の
管
が
ま
だ

百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
こ

と
、
ま
た
工
事
費
も
、
一
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
十
万
円
か
ら
二
十
万
円

も
掛
か
る
こ
と
か
ら
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ち

な
み
に
市
内
の
配
水
管
は
、

総
延
長
四
百
八
十
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
東
京
か
ら
琵

琶
湖
畔
の
野
洲
ま
で
の
距
離

と
同
じ
く
ら
い
の
長
さ
に
な

る
そ
う
で
す
。

流
山
市
の
水
道
水
は
、
江

戸
川
か
ら
取
水
し
、
北
千
葉

広
域
水
道
企
業
団
の
浄
水
場

か
ら
受
水
し
て
い
る
水
と
、

自
己
水
源
の
地
下
水
を
混
ぜ

て
配
水
し
て
い
ま
す
。

一
杯
の
コ
ッ
プ
の
水
の
中

に
、
利
根
川
の
源
流
か
ら
、

水道局

～給水課～

学
校
で
時
折
子
ど
も
か
ら
、
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
じ

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変

惨
め
な
体
験
な
の
で
、
特
に
親
な

ど
の
身
近
な
人
に
は
言
え
な
い
も

の
で
す
。
担
任
の
先
生
に
話
せ
ば

チ
ク
ッ
タ
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
陰

で
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
た

め
助
け
を
求
め
に
く
い
も
の
で

す
。

そ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち

に
相
談
に
来
た
の
で
す
か
ら
、
ま

ず
来
た
こ
と
自
体
を
ね
ぎ
ら
い
ま

す
。
そ
の
上
で
自
分
と
し
て
は
ど

う
し
て
ほ
し
い
の
か
、
担
任
の
先

生
に
伝
え
て
ほ
し
い
の
か
ど
う
か

を
も
含
め
、
じ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
い
き
ま
す
。
話
を
聞
い
て
い
く

う
ち
に
、
自
力
で
解
決
し
て
い
く

場
合
や
、
相
談
室
の
中
だ
け
で
は

解
決
し
て
い
く
の
が
難
し
く
、
本

人
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
担

任
の
先
生
の
力
を
借
り
て
解
決
し

て
い
く
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
の
多
く
は
、
一
人
の
子

ど
も
が
多
数
の
子
ど
も
か
ら
�
シ

カ
ト
�
さ
れ
た
り
�
ハ
ブ
�（
仲
間

外
れ
）
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
思
春
期
の
自
意
識
が
、

急
激
に
先
鋭
化
し
、
他
者
へ
の
違

和
感
と
不
寛
容
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
学
校
教
育
が
同
年

齢
の
集
団
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
い
じ
め

を
根
絶
さ
せ
る
に
は
、
い
じ
め
な

ど
つ
ま
ら
な
く
思
え
る
よ
う
な
生

き
生
き
と
喜
び
に
満
ち
た
学
校
教

育
を
実
現
さ
せ
て
い
く
し
か
な
い

の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

差
し
当
た
り
、
私
た
ち
は
い
じ

め
を
い
じ
め
っ
子
へ
の
単
な
る
指

導
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

い
じ
め
た
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

よ
り
良
い
成
長
発
達
へ
の
援
助
を

行
う
好
機
と
な
る
よ
う
に
す
る
と

同
時
に
、
学
校
自
体
が
良
き
環
境

と
な
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

最
後
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
子
ど
も
の
集
団
で
の
出
来
事

は
日
常
の
大
人
社
会
の
反
映
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
い
じ
め
は
ま
た

大
人
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

〈
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〉

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

【
相
談
事
例
】

「
無
料
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
」
と
書

い
て
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
た
の
で
、
書
か

れ
て
い
る
手
順
に
従
っ
て
写
真
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、

そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
ま
せ

ん
が
、
電
話
会
社
か
ら
の
請
求
書
を

見
る
と
、
国
際
電
話
料
金
を
２
万
円

も
請
求
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
電
話
を

か
け
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
増

加
す
る
と
と
も
に
、
ト
ラ
ブ
ル
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
事
例
の
仕
組
み
は
、

相
談
者
が
不
用
意
に
内
容
の
は
っ
き

り
し
な
い
無
料
ソ
フ
ト
を
指
示
に
従

っ
て
実
行
し
た
た
め
、
自
分
が
使
用

し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
接
続
が

自
動
的
に
切
ら
れ
、
外
国
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

以
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
た

び
に
外
国
の
業
者
を
通
じ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
る
の
で
、
高

額
な
国
際
電
話
料
金
を
請
求
さ
れ
た

訳
で
す
。
国
際
電
話
会
社
に
状
況
を

説
明
し
、
利
用
し
た
覚
え
は
な
い
と

主
張
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
国

際
電
話
の
通
話
料
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
契
約

約
款
で
加
入
権
の
名
義
人
が
支
払
い

義
務
を
負
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
知
ら
な
い
間
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
通
話
料
金
で
も
国
際
電
話
会
社

が
電
話
料
金
の
支
払
い
を
免
除
す
る

こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

全
く
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
が
書
き
替
え
ら
れ
て
し

ま
う
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に

は
①
よ
く
わ
か
ら
な
い
ソ
フ
ト
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
②
習
慣
的
に
ダ

イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
の
接
続
ウ
イ
ン
ド
ウ

で
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が

接
続
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
③

国
際
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
国
際
電
話
不
取
扱
セ
ン
タ
ー
に
利

用
し
な
い
こ
と
を
届
け
る
④
国
際
電

話
に
つ
な
が
る
と
き
に
警
告
表
示
を

す
る
ソ
フ
ト
を
取
り
入
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
方
法
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
自
衛
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

インターネットのトラブルにご注意を

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句寒
夕
焼
け
点
と
な
り
ゆ
く
鳥
の
声
　
　
松
　
ケ
　
丘
　
瀬
下
　
猛
男

吹
く
風
を
運
河
で
躱
す
浮
寝
鳥
　
　
　
野
　
々
　
下
　
杉
浦
　
　
栄

大
仏
の
ま
な
こ
半
眼
冬
日
和

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
安

子
の
台
詞
家
中
覚
え
聖
夜
劇
　
　
　
　
美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

寒
雀
ふ
く
ら
み
切
つ
て
を
り
に
け
り
　
向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

【
評
】
一
句
目
　
茜
色
に
染
ま
る
冬
の
夕
焼
け
の
深
さ
は
、
ま
こ
と
美

し
い
。
そ
ん
な
景
色
の
中
を
塒
へ
急
ぐ
鳥
の
群
れ
が
点
々
と
遠
の
い

て
ゆ
く
様
子
は
一
服
の
絵
に
も
値
す
る
。
二
句
目
　
浮
寝
鳥
を
風
を

か
わ
し
つ
つ
守
る
運
河
堤
で
あ
る
。
兎
角
冬
場
の
風
は
荒
ぶ
る
。
風

の
動
浮
寝
の
静
の
取
合
せ
も
妙
。
三
句
目
　
丈
六
の
大
仏
が
慈
悲
の

半
眼
微
笑
を
冬
日
和
の
中
で
湛
え
て
い
る
姿
。
寒
さ
の
中
で
も
仏
の

笑
み
は
永
遠
の
も
の
で
あ
る
。
四
句
目
　
ま
こ
と
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
家
族
の
聖
夜
を
迎
え
る
準
備
光
景
で
あ
る
。
台
詞
覚
え
に
苦
心
の

様
子
も
伺
え
る
。
五
句
目
　
寒
雀
の
如
何
に
も
寒
雀
ら
し
い
挙
動
と

姿
が
映
さ
れ
て
、
乾
い
た
写
生
が
む
し
ろ
哀
感
を
誘
う
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌復
員
後
一
度
も
会
ね
ぬ
戦
友
の
年
賀
葉
書
に
添
書
き
続
く

美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

三
日
月
が
屋
根
越
し
に
居
て
襟
も
と
の
冷
え
こ
ん
で
く
る
買
い
物
帰
り

富
士
見
台

森
口
　
　
杏

衿
な
ぶ
る
如
月
の
風
は
冷
た
く
て
予
約
の
病
院
へ
足
速
に
歩
く

向
　
小
　
金
　
佐
藤
　
桃
里

【
評
】
山
田
氏
　
戦
後
五
十
五
年
余
の
来
し
方
、
復
員
し
な
が
ら
も
会
う

事
す
ら
な
い
、
年
賀
状
の
添
書
き
に
こ
の
近
況
、
消
息
の
交
換
の
み
に
と

ど
ま
る
長
い
歳
月
で
あ
る
が
、
共
に
死
と
対
峙
し
た
同
志
、
戦
友
の
絆
に

驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
森
口
氏
　
歌
い
出
し
の
戯
画
化
「
屋
根
越
し
の

三
日
月
」
は
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
冷
え
ゆ
く
首
筋
に
家
路
へ
急
ぎ
ゆ
く
作

者
の
位
置
も
集
約
さ
れ
た
技
法
に
共
感
。
佐
藤
氏
　
初
句
「
な
ぶ
る
」
は

ひ
や
か
し
、
か
ら
か
い
、
も
て
遊
ぶ
、
な
ど
の
意
が
歌
い
出
し
に
二
月
の

き
さ
ら
ぎ
の
風
の
冷
た
さ
に
照
応
し
て
、
予
約
時
間
の
為
の
外
出
に
作
者

へ
の
哀
れ
み
を
引
き
出
し
て
い
る
。
素
材
を
簡
潔
に
実
写
し
た
点
よ
い
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

富
士
見
台
　
　
後
閑
　
達
雄

生
き
る
こ
と
　

僕
が
生
き
る
こ
と
で

笑
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か

よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か

僕
と
生
き
る
こ
と
で

安
心
す
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か

幸
せ
を
感
じ
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か

い
つ
の
日
か

僕
の
目
は
　
見
え
る

僕
の
耳
は
　
聴
こ
え
る

い
つ
の
日
か
真
実
を
つ
か
む
時
が
来
る
だ
ろ
う

僕
の
心
は
　
感
じ
る

僕
の
夢
は
　
生
き
て
い
る

い
つ
の
日
か
愛
を
つ
か
む
時
が
来
る
だ
ろ
う

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】「生きること」は自己への問い掛けで成立。「い
つの日か」もその延長線上にあり、明るい希望に
満ちた精神が感じられ、その成就を願わずにはお
れません。問うことは考えることですから自問自
答の精神は新しい発見を導くでしょう。この作品
のように日常語をしっかりと書き留めることで却
って生き生きした情感や知性が伝わります。

あ
な
た
の
家
に
水
道
の
蛇
口
は

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
？
「
台
所
と

風
呂
と
洗
面
所
と
ト
イ
レ
と
、
洗

濯
機
の
と
こ
ろ
に
一
つ
…
」
い
い

え
、
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

私
た
ち
は
、
便
利
に
、
自
由
に
、

ふ
ん
だ
ん
に
水
道
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
安
全
で
衛
生
的
な
水
を
安

定
供
給
し
て
い
る
の
が
水
道
局
給

水
課
で
す
。

流
山
市
の
人
口
十
五
万
六
十
五

人
（
平
成
十
一
年
度
）
に
対
し
、

給
水
人
口
は
十
四
万
一
千
人
、
普

及
率
は
九
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

な
り
ま
す
。
一
日
平
均
の
給
水
量

は
約
四
万
五
千
六
百
立
方
メ
ー
ト

ル
。
こ
れ
は
幅
十
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・

五
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
百
二
十
二

杯
分
、
一
人
当
り
で
は
三
百
二
十

三
リ
ッ
ト
ル
、
風
呂
一
杯
分
ほ
ど

で
す
。

現
在
、
水
一
立
方
メ
ー
ト
ル
の

供
給
単
価
は
百
八
十
三
円
二
十
一

銭
で
、
風
呂
一
杯
分
の
水
道
料
金

は
、
約
六
十
円
に
な
り
ま
す
。
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
が
、
ボ
ト
ル

一
本
（
一
リ
ッ
ト
ル
）
八
十
円
ほ

ど
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
オ
ー
タ
ー
で
風
呂
を
い
っ
ぱ

い
に
す
る
に
は
二
万
五
千
円
以
上

�59－3233

Vol.5 生き生きとした学校教育の充実を
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地域の話題をおしえてください。
〒270－0192流山市役所秘書広報課
�50－6063

出初式。消防関係者が誓いを新たに
「無火災都市流山」を目指して…

新春恒例の消防出初式が1月13日、分団員など約630
人が出席し文化会館で行われました。式のあと約300人
の見学者が見守るなか、第11分団による模範演技や第五
方面隊による一斉放水が行われました。出席した消防関
係者は、「無火災都市流山」を目指し、誓いを新たにして
いました。

二
十
一
世
紀
の
一
回
目
と
な

る
市
の
伝
統
行
事
で
あ
る
五
升

の
餅
を
取
り
合
う
「
ヂ
ン
ガ
ラ

餅
」
が
一
月
七
日
に
、
鬼
の
面

を
矢
で
射
る
「
鰭
ケ
崎
お
び
し

ゃ
」
が
同
二
十
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣

を
願
い
、
無
事
こ
と
し
の
大
役

を
終
え
た
参
加
者
た
ち
に
、
市

内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
見
学

者
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雪
が
雨
に
変
わ
っ
た
一
月
八
日
、
二
十

一
世
紀
初
の
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
は
約
百
五
十
七

万
人
、
市
内
で
は
二
千
七
十
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

激
し
い
風
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
と
な
っ
た
文
化
会
館
は
、

艶
や
か
な
晴
れ
着
姿
や
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
で
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
だ
れ
も
が
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
、

懐
か
し
い
友
達
と
の
再
会
に
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

第
6
回

夢
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の

調
べ
を
あ
な
た
に

���������������
���������������
���������������
���������������
森の図書館

���������������
���������������
���������������
���������������
2/4午後1時30分～

「
森
の
図
書
館
・
夢
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
今
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
森
の
図

書
館
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
北
部
地

域
図
書
館
を
会
場
に
市
音
楽
家
協

会
（
市
文
化
協
会
音
楽
部
）
の
運

営
で
実
施
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
六
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
を

行
い
ま
す
。

森
の
図
書
館
は
、
多
く
の
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
図
書
の
利

用
と
合
わ
せ
て
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時
＝
２
月
４
日
�
13
時
30

分
（
開
場
）
〜
▽
場
所
＝
森
の
図

書
館
▽
テ
ー
マ
＝
フ
ル
ー
ト
と
ピ

ア
ノ
の
演
奏
会
▽
曲
目
＝
愛
の
挨

拶
、「
ア
ル
ル
の
女
」
よ
り
メ
ヌ
エ

ッ
ト
、
ユ
モ
レ
ス
ク
、
大
き
な
古

時
計
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
シ
ン
デ

レ
ラ
」
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
、

夢
と
小
さ
な
ワ
ル
ツ
▽
出
演
＝
内

藤
雅
子
（
フ
ル
ー
ト
）、
渡
辺
郁
乃

（
ピ
ア
ノ
）
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
定

員
＝
80
人
※
申
し
込
み
不
要

□問
森
の
図
書
館
�
52
―

３
２
０

０

小さいうちから本に親しみ、読

書の楽しさを知ってもらおうと、

図書館では、毎週土曜日に、図書

館ボランティア「栞（しおり）」に

よる絵本の読み聞かせを行ってい

ます。

お父さん、お母さん方もお子さ

んたちと一緒に絵本の世界へとご

案内します。

▽日程＝毎週土曜15時～▽場

所＝中央図書館、森の図書館▽参

加費＝無料▽申し込み＝当日直接

会場へ

□問流山図書館ボランティアグル

ープ栞・小島�59－６９８３

月
末
の
金
曜
の
お
昼
、
市
役
所

を
訪
れ
る
市
民
に
、
憩
い
の
ひ
と

と
き
を
贈
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
昨
年
十

月
に
は
百
五
十
回
を
数
え
ま
し
た
。

こ
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
恒
例

の
新
人
演
奏
会
を
、
こ
と
し
も
五

月
二
十
五
日
に
予
定
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
５
月
25
日
�
12
時
15

分
〜
12
時
45
分
▽
場
所
＝
市
役
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
対
象
＝
平
成

13
年
３
月
に
音
楽
大
学（
同
短
大
）、

音
楽
専
門
学
校
を
卒
業
予
定
で
、

声
楽
、
器
楽
、
作
曲
等
を
専
攻
し

た
方
▽
選
考
＝
書
類
審
査
と
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

は
、
３
月
22
日
�
10
時
〜
、
南
流

山
セ
ン
タ
ー
）
▽
申
込
方
法
＝
ハ

ガ
キ
ま
た
は
、
所
定
の
申
込
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
学
校
名
（
専
攻
）、
演
奏
曲
目

（
５
分
前
後
）、
作
曲
者
名
、
伴
奏

者
名
（
伴
奏
が
必
要
な
方
の
み
。

演
奏
時
に
各
自
同
伴
の
こ
と
）
を

明
記
し
、
２
月
28
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

昨
年
出
演
を
し
た
皆
さ
ん

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
を
期
待

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で

新
人
演
奏
者
を
募
集

My name is …
交換留学生たちとの楽しいひととき

1月19日、アジア文化研究のために来日したアメリカのレッ
ドランズ大学の学生16人が南部中学校を訪れ、生徒たちと英語
を使っての交流会を行いました。生徒たちは、交換留学生に身振
り手振りを交えて自己紹介や質問をしたり、図書室や体育館など
の校内の施設を案内したりして交流を図りました。緊張気味だっ
た生徒も、自分の英語が留学生に通じると、思わずガッツポーズ。
教室内は終始おだやかな雰囲気に包まれていました。

「ヂンガラ餅」と
「鰭ケ崎おびしゃ」で
家内安全・五穀豊穣

お
め
で
と
う
2070
人
の
新
成
人

雪
景
色
の
中
で
の
21
世
紀
初
の
成
人
式


